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tsr-301 / 輸保貯-301 

段階： Action 

廃炉プロセス 「輸送・保管・貯蔵（燃料に由来するα核種が含まれる廃棄物含む）」 

  検討対象 「輸送・保管・貯蔵」 

    課題 「輸送・保管・貯蔵方法の検討」 

ニーズ 

1. 輸送・保管・貯蔵方法を検討したい。 

輸送・保管・貯蔵：【短期】 

望ましい状態とその理由 

⚫ 燃料デブリに由来するα核種が含まれる廃棄物等の容器やその取り扱い環境を整備し、被ばく

の観点で安全かつ確実な輸送・保管・貯蔵方法を検討することが望まれる。特に段階的な取り

出し規模の拡大に向けては、未臨界維持・閉じ込め・水素発生対策・冷却等の安全機能を備

え、かつ回収した廃棄物等の収納から移送・保管までの一連の流れを考慮したシステムを構築

することを念頭に検討することが望ましい。 

⚫ 輸送方法の検討に当たっては、保管や貯蔵等を含めた全体的な計画に基づくこと、また、構内

輸送や輸送方法別のシナリオに基づくことが望まれる。 

⚫ 施設間の輸送・保管を安全かつ迅速に行えるよう、輸送容器の仕様を明確化することが望まれ

る。特に廃棄物等が収納された収納缶等は遠隔操作装置を用いて取り扱うことから、実際に使

用する、あるいは類似の遠隔操作装置を用いたモックアップ試験を通じて得られた知見を踏ま

えて検討することも有効と考えられる。 

⚫ 保障措置の要求を満たすための設備（監視装置等）に対しても配慮する必要がある。 

⚫ 燃料デブリは未臨界状態を維持した取扱いや保管のために特別の配慮が必要と判断されること

から、核物質の量や含有濃度の測定結果に基づいて燃料デブリと放射性廃棄物を区分して別個

の保管状態に持ち込む（仕分け）することを目指すのが望ましい。 

⚫ システムの安全性等を確認するためにも、輸送・保管・貯蔵の一連の流れを評価する手法が開

発されることも望まれる。 

理想に対する現状 

⚫ 取り出された燃料デブリは、エンクロージャ内で燃料デブリ取り出し容器及び構内輸送容器に

収納された後、第一保管施設に保管される計画となっており、第一保管施設の設計が進められ

ている。 

⚫ 取り出しから保管までの作業プロセスの内、燃料デブリと放射性廃棄物に仕分ける作業が実施

可能なステップの検討（仕分けのシナリオの検討）が実施された。 



-2- 

 

⚫ 核物質量やその含有濃度を非破壊で測定ないしは推定できる可能性のある技術・装置の調査

（計測技術の候補の調査）が実施された。 

⚫ 燃料デブリ回収時に行う切削等の加工に伴って発生する粉状の燃料デブリは、ガス管理システ

ムや冷却水循環システム粉状またはスラリー・スラッジ状態で回収することが検討されてい

る。 

⚫ 取り出し規模の更なる拡大に向けては、塊状、粒状の燃料デブリを対象に移送・保管のプロセ

スの検討、保管技術・形式の調査と候補の絞り込み、燃料デブリの保管前に必要となる処理、

保管場所までの移送方法やルート等の検討も進められている。 

⚫ プール内燃料の処理・保管方法については、将来的に高台での乾式貯蔵に向け、既存の金属キ

ャスクやコンクリートキャスクの導入も視野に入れた準備を進めている。 

解決すべき課題 

⚫ 仕分けにあたっては、合理的な精度とすることが重要であるため、重量・分布の把握に求めら

れる精度そのものを検討することが必要となる。また、計測技術の開発においては計測誤差の

把握が重要であるが、影響を与える因子が不確実であるため、数値実験によって蓄積される知

見を実際の開発に反映することが必要となる。 

⚫ 第一保管施設における燃料デブリの取扱いでは、多様な遠隔操作装置を使用する計画であり、

それらの装置を計画通りに使用することが課題となっている。設計段階において装置を用いた

作業内容を十分に確認し、潜んでいるリスクへの対策を検討して設計に反映する必要がある。 

⚫ 廃棄物の継続的な情報整理、管理項目の整理、測定・評価方法の検討が必要となる。 

⚫ 廃棄物情報の整理により、取り出し機器や空調・水処理系廃棄物が発生することが明らかにな

り、これらを安全に収納・移送・保管する方法の検討が必要となる。 

⚫ 廃棄物に対して一律的に保守的な単一条件を設定するのではなく、複数のケースに分けて輸

送・保管・貯蔵の仕様を検討する必要がある。現状では燃料デブリの性状に関する情報・知見

が限定的であることから保守的な設定となるが、今後収集・蓄積される知見や経験を活用し、

設計を合理化する必要がある。 

⚫ 金属キャスクについては国内外で多数の健全燃料の貯蔵実績があるものの、破損燃料等の貯蔵

実績が限られていることを考慮する必要がある。 

⚫ コンクリートキャスクについては、特にキャニスタへの塩分付着による応力腐食割れ（CISCC）

が生じた場合の密封機能の劣化のリスクがあるため、この対応策を確立する必要がある。 

参考文献 

• 東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2025、原子

力損害賠償・廃炉等支援機構、2025 年 10 月 30 日 

o https://dd-ndf.s2.kuroco-edge.jp/files/user/pdf/strategic-

plan/book/20251030_SP2025FT.pdf 
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（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• 廃炉・汚染水対策事業「固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発」 

o https://dccc-program.jp/project/project-4_2-5 

• 廃炉・汚染水対策事業「簡易・迅速化された分析技術を用いた標準的な分析法の検討」 

o https://dccc-program.jp/project/project-4_7-1 

• 廃炉・汚染水対策事業「柔軟で合理的な廃棄物対策実現のための技術オプションの予備的検

討」 

o https://dccc-program.jp/wp-content/uploads/20240919_r05-result-1st_VNSJ_JP.pdf 

• 廃炉・汚染水対策事業「粉状、スラリー・スラッジ状燃料デブリの取り扱い技術の開発」 

o https://irid.or.jp/wp-content/uploads/2023/06/2022014syuunoukankonajyouF202306.pdf 

o https://dccc-program.jp/project/project-3_23-1 

検討されている研究課題 

• 特になし 

関連する課題 

➢ 輸保貯-102「廃棄物戦略」 

➢ 輸保貯-201「保管容器健全性評価・管理技術の開発」 

➢ 輸保貯-202「水素発生挙動の把握」 

➢ 輸保貯-204「収納缶仕様の設計」 

➢ 輸保貯-205「臨界管理」 


